
平成30年度 宿泊税を活用した主な事業 

～混雑対策～ 
隠れた名所の情報発信による観光客分散化 観光案内標識による混雑緩和 

（観光客が集中する通から周辺施設へ誘導）

市バスに「前乗り後降り方式」を導入 東大路通の混雑緩和 

東大路通の勾配改善 

周辺道路の魅力向上による観光客の誘導混雑やマナー違反に対する地域への支援 

手ぶら観光の推進 

東大路通

石畳風舗装

神幸道

景観に配慮した照明灯



～民泊対策～ 
違法の疑いがある 2,454 施設の調査・指導

⇒99％に当たる2,430施設が営業中止等適正化

防火対策の推進 

～宿泊事業者支援～ 
 旅館の経営強化・魅力発信支援 従業員向け歴史・文化体験研修の実施 

～受入れ環境の整備～ 
マナー啓発 キャッシュレス対応，多言語整備への支援

高齢の方なども使いやすい洋式トイレの整備



～京都ならではの文化振興・美しい景観の保全～ 
京町家の保全及び継承に関する取組 

（改修経費の助成） 

文化財の修繕経費の助成 

子どもの伝統文化体験 無電柱化の推進 


